
自治会長連絡協議会との意見交換会における議会活性化に関する意見 

（令和3年10月16日開催） 

項  目 意   見 

①議会活性化 

への提言 

 

・町長が言うから、「はい、賛成」ではまずいと思う。 

・いろんな意見が議会で出ていると思うが、自分が納得できない意見

も○○派だからで流されて、手を挙げるべきではない。 

・地方の議員で派閥あっては流されてしまうので、反対なら最後まで

戦う議会になってほしい。 

・大きい予算はしっかりと判断し、誤らないように。それが町民の代

表だと思う。 

・今まで議会とか議員の活動に無関心だった。 

・町民の代表なのだから、良いものは良い、悪いものは悪いと言って

もらいたい。 

・議会は何をしているのか興味があるが、一体どのように活動してい

るのか分かりづらい。もっと見える形で分かりやすくすればいいので

は。 

・議会の広報活動をもっとしてほしい。 

・議会が何をしているのか分からない。議会と町長との関係などの仕

組みを分かりやすく周知してほしい。 

・議会の場所がどこにあるのか分からない。町のホームページの議会

のアイコンが分かりづらい。 

・議会が何をやっているところか分からないので関心もわかない。議

会の仕組みをもっと分かりやすく町民に伝えてほしい。 

・議員と町民が同じ目線でないと近寄りがたい。 

・議会に関心がなかったのでインターネットで確認してきた。議会の

DVD はインターネットで見られるのか。関心があることはインター

ネットで見たいと思うので、貸出ではなくインターネットで見たい。 

・議会だよりだけでは、関心・興味がなくなる。 

・議員一人一人の実施した報告はないのか。成果を発表する場を設け

アピールは必要では。活動していない議員が分かるようにしてほし

い。議員活動の見える化が必要では。 

・自治会単位で意見交換会を開催してはどうか。 

・今回のような意見交換会の機会を設けてほしい。 



・議会報告会を参加しやすいように旧小学校単位7地区などの小さい

区切りで実施してほしい。 

・もっと条例を制定すべき。 

・農家の後継ぎ問題など、解決するための仕組みを作ってほしい。 

・夜間にやれば傍聴者が増えるのではないか。 

・有給休暇取ってまで傍聴はしない。 

・夜間・休日の議会をやってみたらどうか。 

・委員会や全員協議会の回数を多く開催したから議員活動をしている

のではなく、何を決めたかが大切。 

・会議を多くやればいいのではなく、中身が重要では。益子町は多す

ぎる。 

②議員なり手 

不足の解消 

 

・本腰を入れてやる気があるのか。 

・地方議員は大きな転換期にきていると思う。 

・議員の仕事の魅力をもう少しアピールしてはどうか。 

・魅力がなく、型にはまった職業と思ってしまう。 

・現職の議員が努力して後継者を探したらどうか。 

・定数を減らすと立候補しづらくなる。 

・自治会推薦の議員がいると良い。 

・自治会代表を出したらどうか。 

・自治会や育成会から候補者を探した方がいいが、適任者がなかなか

いない。ある程度の能力は必要。自分から立候補したい人はけっこう

応援されない人が多い。 

・若い人、勤めている人は仕事をやめて町議になる人はいないと思う。 

・議会の日数、夜間、休日に方向転換しないと出られない。 

・若い人に議員になってもらい、若い人の発想とか考え方を町政に反

映させていただきたい。 

・若手議員が不足しているが、仕事をしていたり忙しいのが実態であ

る。 

・人任せにしている。 

・若い人を求めるのであれば、休日に議会を開催したらどうか。 

・子育てが終わった女性などに議員になってもらったらどうか。 

・議員のなり手不足と定数、報酬は関連している。全体的にどうした

らいいか。 



③議員定数 

 

・最低何人でできると思うのか。 

・議員は定数についてどう考えているのか。 

・委員会数と委員数は適正なのか。もっと単純化してまとめ、委員会

の数を減らしては。 

・議会を構成する最低の人数でいのでは。 

・今のままでいいのでは。 

・議員の仕事を分析、整理し人を減らす。 

・前回無投票だったので、1名減らす。 

・定数は2～3人削減。 

・数だけではないが、16人は多すぎるのでは。 

・郡内4町で見ると16人は妥当かもしれないが、県内全体で見ると、

多すぎる。3～4名減で。 

・最低12～13人は必要。 

・他市町と比べると少し多いのでは。 

・定数を減らして報酬を上げる。 

・1名減。 

・2名減 

④議員報酬 

 

・若い人を求めるなら夜間にして報酬を高く。 

・若い人でも生活が出来るように報酬を上げていかないと。 

・若い人が自立し生活できるレベルの報酬を。（報酬40万で、定数10

人以下） 

・若い人が生活できる報酬が必要。 

・議員報酬を片手間ではなく、しっかりやってもらうために報酬を上

げても良い。 

・定数を減らし、それに合わせた報酬を。 

・まずは定数を減らし、報酬は様子を見る。 

・報酬を上げると議員への目が厳しくなるのでは。 

・議員報酬を上げるのは難しいのではないか。下げる必要はない。 

・特別職や役場職員の給与と比較するべき。役場職員の給与は県内で

も下の方で、あまり上がっていないのでは。 

・報酬を月額ではなく、期末手当も出ているのだから年額で議論すべ

き。 

・仕事に見合った金額で。 

・日当制もあるのでは。 

・政務調査費はいらないのでは。 



その他 ・年 1 回くらい自治会長との意見交換会を望む。（意見交換会をきっ

かけに地域で話が出来る） 

・民間より行政の対応が遅れている。 

・町のホームページからメールアドレスがすぐに出てこない。町長に

伝えたいが連絡する方法がない。町に意見を伝えるシステムにしてほ

しい。 

・町に言いたいことがあるときは誰に言えばいいのか。 

・町営温泉の考えはないのか。 

・学校給食関係はどこに相談すればいいのか 

・図書館、道路の話があったが、予算がないのだから、何を優先する

かが大切。 

・少子化は課題である。若い人が集まるような対策を。 

・少子高齢化についてもっと取り組んでいただきたい。 

・町の人口が減少しているので、子育て支援や婚活支援を充実させて

ほしい。 

・町のホームページを整備してほしい。 

・婚活支援をもっとしてほしい。 

・人口減少問題解決に、空き家の有効活用を考えてほしい。 

・公共交通へ距離がある地域は不便であるため、デマンドタクシーを

他市町への乗り入れをしてほしい。 

・土木費が足りないと思う。議会として執行部に話は出ているのか。 

・生活道路を整備してほしい。 

・危険箇所のない道路整備について、議会の方からも執行部に対して

意見を出してほしい。 

・住みよい町づくりをしてほしい。生活道路や下水の整備をしてもら

って、益子にどんどん人が来て、良いところだと褒めたたえてもらえ

る町づくりをするのが行政だ。 

・道路以外に予算がいってしまうから、道普請等、協働だからみんな

でやってくださいと言われる。予算があればすぐにやってもらえる。 

・道路、どこを先に直すか。議員の出ている地域だけ良くなることの

ないようにしてほしい。 

・県道つくば益子線の道路で路肩の盛り上がりがあり、ベビーカー、

シニアカー、自転車が通行しづらい。ダンプカーが通り危険なため、

町から県へ要望してほしい。 

・道路予算の増額について議会で議論し、国や県に要望してほしい。 



・図書館は間違いなく建設に進むのか。 

・今の時代町にお金がないのに、借金してまで図書館を立てる意味が

あるのか。 

・子供が少ない。人口減の中で15億かけてどうなんだろう。 

・土地を買収して、予算はあるのか。 

・建てると維持費が大変。 

・借金してまでやって大丈夫なのか。工業団地もないし、心配してい

る人が多い。 

・建設費にしても、維持費にしても大丈夫なのか。 

・今の議員と町長の考えで作ったといういうことになるが、これから

町民として見ていく。 

・今の段階では反対と覆せないところまで来ているだろう。 

・議会は執行を止めるダムだと思う。執行する前に議会で反対意見が

あれば、いくらでも出来たのでは。取り返しがつかない。 

・維持費 5,000 万くらいがずっと続くが大丈夫なのか。GOサインを

出した責任は追々出てくるかもしれない。 

・公民館の図書室の稼働率、どのくらいの人が利用しているのか執行

部から示されたのか。 

・町の人口が減っているのに、15億もかけて、益子にないから作ると

いうワンマン的な考えで物事を判断されても困る。 

・住環境を良くしたい。 

・農地・水・環境が機能していない。農家の人がまとまっていない。 

・何事、自治会の予算が必要で困っている。 

・敷地が隣の家と隣接する間の樹木や道路脇の樹木の管理がされてい

ないので何とかしてほしい。 

・道普請事業について、材料だけもらっても機械がないので借りない

といけない。機械の賃借料が高いので見直しをしてほしい。 

 


